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新
春
を
迎
え
謹
ん
で
新
年
の

C
接
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

輝
か
し
い
脳
和
五
十
年
の
年
頭
に
当
り
、
町
民
各
位
の
ご
健
勝
と
昭
和
町
の

限
り
な
き
発
展
を
お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
は
、
私
の
心
か
ら
喜
び
と
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
物
価
の
高
騰
、
経
済
不
安
に
と
も
な
う
総
需
要
抑
制
、
金
融
引
締

等
K
よ
り
町
政
運
営
上
に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
諸
事
業
の
縮
少

、
繰
延
べ
、
延
期
等
余
儀
な
く
せ
き
る
を
得
な
い
情
勢
下
で
は
あ
り
ま
し
た

が
幸
い
各
位
の
と
協
力
を
得
て
順
調
に
執
行
が
で
き
町
勢
発
展
を
期
す
る
乙

と
が
で
き
ま
し
た
。

乙
れ
も
偏
に
町
民
各
位
の
ご
理
解
と
と
指
導
ご
支
援
に
よ
る
と
乙
ろ
で
あ

り
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
ま
で
は
町
発
展
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
準
備
期
と
も
言
え
ま
す
。
今

年
よ
り
い
よ
い
よ
そ
の
実
施
期
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

た
ま
た
ま
本
年
は
町
制
施
行
五
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
意
を

新
た

K
献
身
努
力
し
、
町
政
発
展
の
た
め
に
左
記
事
業
を
重
点
的
に
力
強
く

推
進
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
み
な
さ
ま

.の
ご
理
解
と
と
協
力
を
賜

わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
県
道
の
路
線
決
定
と
早
期
着
工

中
学
校
建
設
地
添
い
に
示
さ
れ
た
路
線
に
つ
き
自
動
車
公
害
防
除
の
万
全

と
買
入
土
地
の
有
効
的
利
用
の
た
め
一
年
間
、
地
下
道
通
過
、
南
校
舎
北
校

庭
、
防
音
建
築
、
路
線
変
更
、
他
に
校
地
を
求
め
る
な
ど
、
最
善
な
方
法
に

つ
き
関
係
機
関
と
も
ど
も
慎
重
な
検
討
、
力
強
く
折
衝
を
重
ね
て
ま
い
っ
た

結
果
、
そ
の
後
の
情
勢
の
変
化
も
あ
り
、
大
極
的
道
路
網
計
画
、
周
辺
諸
施

設
の
有
機
的
利
用
な
ど
を
勘
案
大
巾
な
路
線
変
更
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

町
全
体
か
ら
、
ま
た
将
来
を
も
考
え
最
も
有
効
な
、
し
か
も
幣
害
の
少
な

い
路
線
に
変
更
、
な
お
同
線
と
関
連
を
持
た
せ
築
地
l

下
河
東
を
結
ぶ
昭

十

迎

、ぇ

年

を

回丁

石

長

原

申
J~'\ 

IU 

和
玉
穂
線
も
併
行
し
て
路
線
を
確
定
、
早
期
着
工
で
き
る
よ
う
推
進
を
計
る

中
央
高
速
道
の
建
設

竜
王
町
境
よ
り
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
分
は
目
下
設
計
協
議
中
で
あ
り
、
要
望

事
項
の
排
水
路
改
修
と
側
道
設
置
に
つ
き
詰
め
の
段
階
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー

以
東
K
つ
い
て
も
早
急
に
設
計
協
議
K
入
り
将
.来
に
向
い
悔
の
な
い
条
件
確

保
に
努
め
る
。

中
学
校
舎
の
改
築

総
需
要
抑
制
、
金
融
引
締
め
に
よ
る
予
算
面
と
バ
イ
パ
ス
路
線
の
問
題
な

ど
か
ら
建
設
を
延
期
し
て
ま
い
り
ま
し
た
校
舎
の
建
築
を
バ
イ
パ
ス
路
線
変

更
に
よ
り
理
想
的
校
舎
の
建
設
に
着
手
す
る
。

生
活
環
境
施
設
の
建
設
促
進

し
尻
処
理
場
は
、
す
で

K
玉
穂
村
地
内
に
建
設
中
で
あ
り
、
九
月
竣
工
を

目
途
に
工
事
進
捗
中
で
す
。
ゴ
ミ
処
理
場
に
つ
い
て
は
、
本
年
中
に
着
工
で

き
る
よ
う
最
大
の
努
力
を
し
、
早
期
完
成
を
計
る

都
市
計
画
事
業
の
推
進

都
市
計
画
街
路
の
飯
豊
橋
よ
り
玉
穂
村
に
通
ず
る
相
生
一
丁
目
玉
穂
線
に

つ
い
て
は
、
清
水
新
居
地
内
の
建
設
促
進
と
身
延
線
国
母
駅
西
踏
切
路
の
部

分
着
工
の
推
進
を
計
る
。

.

区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
第
一
期
事
業
区
で
あ
る
清
水
新
居
地
区
の

推
進
を
計
る
。

基
幹
工
業
団
地
造
成
に
つ
い
て
は
、
国
母
工
業
団
地
は
残
る
一
区
画
へ
の

入
居
企
業
の
確
定
、
釜
無
工
業
団
地
は
残
る
問
題
解
決
を
計
り
造
成
を
促
進

優
良
企
業
の
立
捕
に
努
力
す
る

以
上
の
諸
事
業
実
施
は
、
町
発
展
の
た
め
の
基
磁
事
業
で
あ
り
、
本
町
百

年
の
大
計
の
上
K
立
ち
、
是
非
と
も
完
成
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
点

事
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
莫
大
な
資
金
を
要
し
ま
す
。
加
え
て
社
会
福

祉
の
増
進
や
住
民
生
活
花
直
結
し
た
施
策
は
積
極
的
K
実
施
を
計
ら
な
け
れ
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ば
な
ら
ず
、
こ
れ
が
為
に
は
、
他
の
事
業
の
圧
縮
、
諸
経
費
の
節
約
、
財
政

催
得
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
町
民
各
位
の
ご
理
解
と
と
協
力
を
願

わ
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
町
民
一
同
力
を
合
わ
せ
て
真
に
躍
進
の
年
と
す

年

頭

神
国
日
本
に
神
風
な
ら
ず
、
焼
土
復
興
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
日
本
民
族
は

し
ゃ
に
む
に
働
き
続
け
、
い
つ
し
か

G
N
P
が
世
界
第
二
位
に
ま
で
の
し
上

り
、
ド
ル
は
わ
が
国
K
蓄
積
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
民
族
の
偉
大
き
を
自
負
し
、
世
界
各
国
を
瑚

笑
せ
づ
と
も
胸
を
張
っ
て
誇
示
し
、
そ
し
て
各
国
々
は
驚
嘆
し
た
か
に
思
っ

て
い
た
が
、
左
に
あ
ら
ず
束
の
聞
に
し
て
「
敗
戦
国
日
本
を
こ
れ
以
上
の
さ

ば
ら
す
こ
と
は
な
ら
ず
」
と
ド
ル
シ
b

y

ク
、
石
油
パ
ニ
ッ
ク
等
と
瞬
時
に

し
て
お
そ
わ
れ
、
予
想
だ
に
し
な
か
っ
た
危
機
に
晒
さ
れ
脆
く
も
二
十
数
年

に
わ
た
り
蓄
積
さ
れ
た
ド
ル
も
一
朝

K
L
て
持
ち
き
ら
れ
る
結
果
と
な
り
物

不
足
、
物
価
高
に
至
る
や
国
会
の
攻
防
に
見
る
が
と
と
き
は
、
ま
さ
に
そ
の

剖
剖
無
し
と
言
う
が
C
と
き
時
局
を
む
か
え
て
い
る

O

》
そ
し
て
悪
夢
か
ら
さ

め
た
現
在
島
国
日
本
の
資
源
不
足
に
思
い
を
い
た
す
と
き
、
食
糧
危
機
が
も

う
そ
乙
ま
で
押
寄
せ
て
来
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
・

J
:
。
ζ

の
姿
を
眺
め

る
と
き
悲
し
み
と
言
う
の
か
自
国
に
対
し
、
衷
れ
み
す
ら
感
じ
さ
せ
ら
れ
る

の
は
、
私
、
だ
け
に
は
あ
ら
ず
と
思
い
ま
す
。

人
頬
が
生
き
る
た
め
、
金
よ
り
も
石
油
よ
り
も
尊
い
物
は
食
糧
で
あ
る
乙

と
は
、
昔
か
ら
知
ら
さ
れ
て
お
り
な
が
ら
も
も
し
今
乙
れ
を
武
器
と
し
て
悪

用
さ
れ
た
な
ら
わ
れ
わ
れ
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
か
?
。

日
本
は
そ
の
昔
よ
り
「
農
は
国
の
大
本
な
り
」
と
し
て
農
業
の
尊
さ
が
示

さ
れ
て
来
た
事
実
か
ら
し
て
も
食
糧
は
、
人
類
生
存
の
た
め
不
可
欠
の
も
の

で
あ
る
乙
と
ば
、
言
を
ま
た
な
い
処
で
あ
り
な
が
ら
も
一
向
に
し
て
そ
の
実

が
上
ら
ず
農
民
は
蔭
で
し
い
た
げ
続
け
ら
れ
、
も
は
や
農
業
専
業
で
は
メ
シ

に
伝
ら
な
い
と
は
ど
う
言
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
怒
り
た
く
な
る
の
は
農
家

の
み
な
さ
ん
だ
け
で
よ
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

ベ
く
重
ね
て
み
な
さ
ま
の
深
い
と
理
解
と
力
強
い
と
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
と
健
勝
と
と
多
幸
を
心
か
ら
お
析
り
致

し
て
年
頭
の
と
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

あ

り

た

議
会
議
長

有

泉

淳

夫

と
こ
ろ
が
思
想
的
に
は
一
方
に
は
国
土
の
一
部
を
私
有
化
す
る
乙
と
は
け

し
か
ら
ん
な
ど
と
、
農
業
の
実
態
を
知
ら
ぬ
人
間
も
多
く
、
又
、
農
業
者
も

と
く
一
部
に
は
、
農
地
を
商
品
と
し
て
し
か
考
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
者
ま

で
出
て
し
ま
い
何
と
も
我
慢
な
ら
な
い
現
在
を
考
え
る
時
、
果
し
て
乙
の
よ

う
な
今
日
を
生
ん
だ
の
は
な
ぜ
か
、
誰
な
の
か
?
と
考
え
さ
る
を
得
な
い
の

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
、
主
権
在
民
の
精
神
か
ら
な
る
政
治

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
国
民
全
体
の
責
任
だ
と
言
う
よ
り
外
あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
を
始
め
情
報
機
関
の
発
達
せ
る
時

期
で
あ
る
が
ゆ
え
に
片
方
だ
け
に
気
を
と
ら
れ
る
と
右
か
左
か
に
片
よ
り
過

ぎ
、
多
く
に
耳
を
向
け
る
と
、
ま
っ
た
く
思
考
が
麻
揮
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、

社
会
性
の
欠
け
た
物
知
り
先
生
で
あ
り
、
熱
く
な
る
と
益
々
狂
気
じ
み
て
し

ま
い
、
俗
に
言
う
わ
か
ら
ん
人
と
さ
れ
て
し
ま
い
、
も
っ
と
進
む
と
憲
法
佑

法
律
も
認
め
ず
国
を
世
界
を
救
う
の
は
俺
か
の
と
と
心
終
局
的
に
は

破
壊
主
義
者
に
い
っ
か
な
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
て
お
る
よ
う
な
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

乙
ん
な
自
由
主
義
で
よ
い
だ
ろ
う
か
?
自
由
も
自
由
過
ぎ
る
と
お
互
の
自

由
奇
認
め
る
こ
と
す
ら
出
来
な
い
よ
う
な
不
自
由

K
も
な
り
わ
せ
ぬ
か
と
心

配
す
る
も
の
で
す
。
こ
ん
な
感
じ
で
迎
え
る
新
春
は
ど
ん
な
年
で
し
ょ
う
か

危
機
を
考
え
、
町
民
全
体
の
英
知
に
よ
り
前
記
反
省
に
も
思
い
を
い
た
し
わ

が
昭
和
町
の
位
置
を
見
極
め
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
誤
る
乙
と
の
住
い

将
来
の
展
望

K
立
脚
す
る
乙
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
す
が
、
自
治
力
を
過
心
す

る
乙
と
な
く
今
日
、
明
日
の
町
民
生
活
を
忘
れ
る
こ
と
も
相
な
ら
な
い
こ
と

を
痛
感
し
大
変
な
危
機
K
直
面
し
、
わ
が
国
わ
が
県
い
な
わ
が
町
に
好
機
に

転
ぜ
ら
れ
ん
こ
と
を
析
念
を
い
た
し
、
町
議
会
を
代
表
レ
所
感
と
い
た
し
ま
す
。
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で
=抱負と町ヘ一言=

弓ー

五味五郎
明 36.7. 1生西条二区

新しい年を迎えるた

びに今年乙をは、と希

望と期待に胸をふくら

ませ前進を重ねて参り

ました。

いろいろと難しい諸

情勢の中で諸問題の解

決と対策を期待いたし

ております。

町内の各有志御諸の

御健康を心から析りま

す。

福島こう
明 36.1.18生西条新田

町で福祉行事を多く

催していただき、私し

も毎回参加しておりま

す。この催しに出席で

きるのも体がじょうぶ

だからと思います。今

年も健康を願っていま

す。

塚原幸雄
大 4.3.25生上河東

商工会も過去を反省

し、今後の推移をみつ

めながら、時代に対応

できるよう万全を期し、

更に大きな飛躍を期す

所存です。

中沢静代
大 4.1. 2生紙漉阿原

今日まで人生のより

険しい道を歩ゅんでま

いりまして社会にお世

話になってまいりまし

たので‘これから自分

なりの考えのもと Kた

とえどんとf小さな事で

も人様にと恩返えしを

と心掛けたL、。

福祉行事のなお一層

の力を・…-・…。

本年は新春早々から

選挙の多い年ですが、

.清し、正しし 1投票を行な

し1ましょう。土地改良、栄養改善

には‘一段の御配慮を。

ハ
西
条
一
区
〉

野
沢
初
彦
、
佐
野
一
広
、
野
沢
貴

美
子
、
伊
藤
敬
子
、
伊
藤
智
美
子
、

ハ
西
条
ニ
区
〉

秋
山
誠
吾
、
深
沢
博
文
、
杉
田
清

隆
、
深
沢
祥
司
、
志
村
繁
、
秋
山

久
、
塩
沢
忠
、
佐
野
茂
男
、
五

味
義
降
、
遠
藤
は
る
み
、
山
村
妙
子

、
深
沢
秀
樹
、
上
田
馨

ハ
清
水
新
居
〉

笠
井
丈
尾
、
保
坂
勝
子
、
静
一
本
静

香
、
村
松
幸
子
、
寺
田
直
樹
、
笹
本

実
(
西
条
新
田
〉

田
中
貢
、
宮
崎
仁
美

ハ
押
越
〉

山
口
茂
和
、
山
田
は
る
み
、
深
沢

勝
徳
、
海
野
静
夫
、
小
林
耐
三
、
窪

田
ひ
ろ
み
、
神
宮
寺
美
智
子
、
三
神

ま
ゆ
り
、
花
輪
勢
津
子
、
赤
池
妙
子

ハ
河
東
中
島
〉

山
本
嘉
弘
、
深
沢
秋
男
、
山
下

亨
、
田
中
昇
、
雨
宮
勝
彦
、
柳
沢

寛
江
、
中
沢
俊
彦
、
比
情
問
芳
雄
、

山
口
善
彦
、
渡
辺
末
子
、
中
込
律
子

、
山
田
和
良
、
森
川
久
美
子

ハ
紙
漉
阿
原
〉

小
宮
山
恵
美
子
、
花
形
和
紀
、
窪

田
か
よ
子
、
五
味
千
枝
美
、
泉
玲

子
、
小
池
清
美
、
野
沢
八
重
子
、
石

原
恵
理
子
、
神
宮
寺
孝
夫
、
小
泉

稔(
築
地
新
居
〉

磯
部
ゆ
き
江
、
金
丸
祝
子
、
大
関

か
つ
ゑ
、
窪
田
み
き
子
、
河
田
正

磯
部
敏
夫
、
内
藤
和
子
、
松
岡
均

、
輿
石
栄
、
上
田
忠
夫
、
野
中
栄

子
、
窪
田
徳
子
、
河
西
照
美
、
磯
部

恵
美
子
、
深
沢
幸
美

ハ
飯
喰
)

磯
部
豊
蔵
、
今
沢
司
郎
、
相
原
絹

子
、
堀
口
旭
、
小
沢
和
明
、
小
沢

勝
枝

ハ
河
西
〉

清
水
幸
峰
、
石
原
則
江
、
松
田
恵

美
子
、
小
島
良
子
、
金
丸
蛍
志
一
、

松
田
恵
子
、
佐
野
満
寿
子
、
有
泉
教

夫
、
薬
袋
初
美
、
小
沢
恵
美
子
、
野

沢
孝
行
、
水
野
秋
仁

(
上
河
東
〉

戸
畠
秀
夫
、
功
万
秀
子
、
川
口
光

子

(

敬

称

略

)

な
お
成
人
該
当
者
で
漏
れ
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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~ 
τフ 年のしだ

広

オつ

町和

年

昭(5) 

五 味 義 章

昭 2.3.18生西条二区

昨年はショックと混

乱の年で、しかもその

余韻が残る多難な昭和

五十年です。このよう

な時こそ将来の飛躍を

考え、健康第一と思い

ます。

公害のない道路およ

び河川の整備促進を希

望いたしますO

内藤英男

昭 14.9.27生押越

何如も兎のように、

純自に生きたし '0

計画性のある町営事

業を望む。

〔中学の敷地問題)

米長節子
昭 14.4.15生河 西

結婚して十ご年目、

経済観念はゼ口、物価

高とただ騒ぐだけでな

く‘自分の身近な節約

が日本の、ひいては世

界の経済につながると

信じ新しい年を迎える

昭和町が大好きです

自分が子の母となり第

ーに考える事は子供の

幸せです。保育料の問

題を考慮して下さし '0

昭
和
町
の
軟
式
テ
ニ
ス
部
は
、
昨

年
、
一
昨
年
と
郡
体
育
祭
で
二
連
勝

し
、
ま
た
昨
年
の
ク
ラ
ブ
対
抗
で
も

優
勝
と
、
大
き
な
大
会
で
み
ご
と
な

成
績
を
お
さ
め
て
い
る
。

こ
こ
二
、
三
年
、
だ
れ
で
も
楽
し

め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
人
気
を
集
め

部
員
数
は
国
司
二
十
七
名
女
、
十

名
と
年
々
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
昨

年
か
ら
は
じ
め
た
テ
ニ
ス
教
室
は
、

回
を
増
す
C
と
に
参
加
者
の
数
が
増

え
、
コ
ー
ト
が
一
面
の
み
、
と
い
う

悩
み
は
あ
る
が
、
入
気
を
集
め
て
い

る。
今
年
は
、
県
大
会
優
勝
を
め
ざ
し

部
員
一
同
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
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ゑ

第
十
回
を
迎
え
た
昭
和
町
文
化
協

会
主
催
の
文
化
祭
が
、
十
一
月
二
十

三
日
勤
労
感
謝
の
日

K
中
央
公
民
館

で
盛
大
に
聞
か
れ
た
。

乙
の
日
は
例
年
と
同
じ
芸
能
発
表

会
、
文
芸
展
覧
会
、
囲
碁
、
将
棋
大

会
と
公
民
館
裏
の
保
管
庫

K
民
俗
資

料
が
七
十
点
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

各
部
門
と
も
日
頃
修
練
さ
れ
た
力

を
精
い
っ
ぱ
い
発
表
し
芸
能
発
表
会

で
は
マ
マ
さ
ん
の
コ
ー
ラ
ス
が
全
体

の
静
か
な
ブ

l
ム
を
呼
ん
で
い
た
よ

う
だ
。

昭

芸能発表会で

今年の静かなブームとなったママさんコーラス

一県民会館でー

'.'・・.・・......・・・.・・"・.......・・・・..・・.'・・，.'・..'・..・・"・・.....‘.・・.......・・.'・・.'・・.'・・.・‘・.・・......‘

ム
囲
碁

A
級

優

勝

米

山

岩

雄

二

位

萩

原

孝

三

位

輿

石

善

平

B
級

優

勝

大

原

一

夫

二

位

岡

利

治

三

位

花

形

能

弘

ム
将
棋

A
級

優

勝

新

井

泰

夫

二

位

五

味

一

素

三

位

野

沢

稔

B
級

優

勝

清

水

正

夫

二

位

坂

本

馨

三

位

樋

口

寿

上河東熊野神社に納められた神輿

〈民俗資料展より〉

~... ..・・'.・......・..'令..'‘・.'・・.'・・.'・・・・・.・・・.・・'.・・'.・・'.・・'.・・'.・""・‘.・・'.・'..・・‘・・.'・・.'・・.・・.
一和室での将棋大会一一手のミスで敗戦に
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例
年
十
一
月
二
十
三
日
勤
労
感
謝

の
日
を
期
し
て
開
催
す
る
農
業
ま
つ

り
も
今
年
は
第
十
一
回
目
を
迎
え
、

農
業
研
究
会
連
絡
協
議
会
(
会
長
H

保
坂
篤
)
主
管
の
も
と
に
町
立
押
原

小
学
校
雇
内
体
育
館
に
お
い
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
農
産
物
品
評
会
は
十
一

月
二
十
二
日
に
出
品
物
の
持
ち
込
み

を
行
な
い
同
日
午
后
一
時
か
ら
峡
中

農
業
改
良
普
及
所
の
望
月
忠
治
審
査

長
以
下
六
名
の
厳
正
な
審
査
が
行
な

サ十
J

五
ず

5

.

品
U
万

三

日

半

J

ザフ

展

示

出

広町和昭

た
口
口口

古河

f込
ヱミ

n
H
H
 

日
μ

農

つ

業

ま

わ
れ
、
そ
の
結
果
を
同
日
午
后
三
時

か
ら
二
十
三
日
午
前
中
展
示
さ
れ
町

民
多
数
の
参
加
を
み
ま
し
た
。
品
評

会
に
お
け
る
出
品
点
数
は
二
三
四
点

で
昨
年
よ
り
多
少
の
減
と
な
り
ま
し

た
が
生
鮮
野
菜
等
十
二
品
目
に
わ
た

っ
て
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
出
品
農
産
物
を
格
安
で

消
費
者
に
と
、
初
め
て
の
試
み
と
し

て
即
売
会
を
催
し
た
と
こ
ろ
大
盛
況

と
な
り
即
売
開
始
か
ら
十
分
程
度
で

売
切
れ
と
い
う
結
果
を
み
ま
し
た
。

(7) 

入

さ

賞

れ

た

方

々

特
別
賞
授
与
者

野
沢
文
弥
一
区

海
野
長
和
押
越

山
田
誠
一

H

山
梨
県
農
務
部
長
賞

依
田
駒
夫
一
区
(
甘
ら
ん
の
部

最
優
秀
賞
)

山
梨
県
農
業
研
究
協
議
会
長
賞

井
上
武
上
河
東
(
大
根
の
部

最
優
秀
賞
)

峡
中
農
業
改
良
普
及
所
長
賞

山
田
誠
一
押
越
(
柿
の
部
最
優

秀
賞
)

甲
府
地
区
農
業
研
究
協
議
会
長
賞

向
山
聖
護
一
区
(
水
稲
の
部
最

優
秀
賞
)

各
品
目
別
最
優
秀
賞

花
芯
白
菜
の
部
相
原
豊
(
飯
喰

)
、
結
球
白
菜
の
部
雨
宮
範
雄

(
中
島
)
、
ホ
|
レ
ン
草
の
部

海
野
長
和
(
押
越
)
、
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
の
部
堀
之
内
一
郎
(
一
区

)
、
葱
の
部
清
水
忠
造
(
河
西

)
、
里
芋
の
部
功
万
辰
弘
(
河
西

)
、
抑
制
き
ゅ
う
り
の
部
松
田

寿
弘
(
河
西
)

磯
部
ざ
ん
知
事
賞

H
県
農
業
ま
つ
り
で

H

第
二
十
一
回
山
梨
県
農
業
ま
つ

り
が
、
十
月
十
八
日
山
梨
県
農
業

試
験
場
で
盛
大
に
聞
か
れ
た
。

本
町
か
ら
も
写
真
、
文
芸
、
書

道
な
ど
の
作
品
を
出
品
し
、
次
の

方
々
が
各
賞
の
受
賞
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

知
事
賞
(
写
真
の
部
)

磯

部

寛

上

河

東

県
議
会
議
長
賞

清

水

厳

西

条

二

区

農
協
中
央
会
々
長
賞

小

池

文

男

紙

鹿

阿

原

県
議
会
議
長
賞
(
文
芸
俳
句
の

部
)

内
藤
ふ
く
次
築
地
新
居

農
業
会
議
会
長
賞

三

神

衛

押

農
協
中
央
会
々
長
賞

伊
藤
春
江

越



(8) 

保
育
所
の
入
所
者
申
請
受
付

一
月
十
六
日
j

二
十
七
日
ま
で

昭
和
町
で
は
、
一
月
十
六
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
、
附
和
五
十
年
度
保

育
所
入
所
希
望
者
の
受
付
を
し
ま
す

入
所
希
望
者
(
現
在
入
所
中
で
引

続
き
入
所
希
望
者
及
新
規
入
所
者
)

は
、
西
条
地
区
は
西
条
保
育
所
(
定

員
九
十
名
)
押
原
地
区
は
押
原
保

育
所
(
定
員
六
十
名
)
、
常
永
地
区

(
上
河
東
を
除
く
)
は
常
永
保
育
所

報広

(
定
員
九
十
名
)
上
河
東
地
区
は

上
河
東
保
育
所
(
定
員
六
十
名
)

K

申
請
書
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

入
所
条
件
は
、
母
親
が
勤
労
者
、

も
し
く
は
内
職
従
事
者
、
病
気
な
ど

の
理
由
で
保
育
に
欠
け
る
家
庭
の
幼

児。
入
所
者
は
こ
月
上
旬
保
護
者
面
接

の
う
え
二
月
中
旬
に
決
定
し
ま
す
。

町

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一. 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

和E百

…人権擁護相談員から…

私
た
ち
が
、
社
会
生
活
を
営

ん
で
い
る
と
、
好
む
と
好
ま
ざ

る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ろ
い

ろ
な
紛
争
が
生
ず
る
も
の
で
す

そ
れ
ら
の
中
に
は
、
結
局
は

裁
判
所
に
訴
え
て
そ
の
解
決
を

は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と

こ
ろ
が
、
裁
判
を
す
る
と
な
る

と
、
弁
護
士
の
手
数
料
や
訴
訟

に
要
す
る
費
用
な
ど
の
出
費
が

か
さ
む
た
め
、
生
活
に
ゆ
と
り

の
な
い
人
々
は
、
結
局
裁
判
を

あ
き
ら
め
て
、
泣
き
寝
入
り
を

す
る
以
外
に
方
法
が
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
で
は
せ
っ
か

く
日
本
憲
法
で
「
裁
判
を
受
け

る
権
利
」
を
保
障
し
た
意
味
が

な
く
な
り
ま
す
。
そ
乙
で
正
当

な
権
利
を
持
ち
な
が
ら
、
お
金

が
な
い
た
め
裁
判
が
で
き
ず
に

因
っ
て
い
る
人
々
の
た
め
に
、

弁
護
士
の
費
用
な
ど
を
含
め
て

訴
訟
の
費
用
の
全
部
を
立
て
替

る
と
い
う
制
度
が
出
来
ま
し
た

こ
れ
を
「
法
律
扶
助
」
と
言

い
ま
す
。
資
力
K
乏
し
く
、
訴

訟
費
用
で
お
困
り
の
方
は
、
遠

慮
な
く
近
く
の
人
権
擁
護
委
員

(
昭
和
町
西
条
、
井
口
伝
)

K

C
相
談
下
さ
い
。

県営住宅常永団地ド

申

込

の

資

格

…

次
の
要
件
の
す
べ
て
を
そ
な
え
て

い
る
方
K
限
り
ま
す
。

ω
県
内
に
庄
所
又
は
勤
務
場
所
が

あ
る
方

ω
世
帯
を
持
っ
て
い
る
方

た
だ
し
、
現
に
世
帯
を
も
っ
て
い

な
く
て
も
、
結
婚
を
予
約
し
て
い

て
、
入
居
の
と
き
そ
の
証
拠
と
な

る
新
一
戸
籍
謄
本
か
婚
姻
届
受
理
証

明
書
の
出
せ
る
方
は
認
め
ら
れ
ま

す。ω
住
宅
K
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
方

何
家
賃
及
び
敷
金
(
入
居
の
と
き

家
賃
の
三
ヶ
月
分
)
を
支
払
う
こ

と
が
で
き
る
方

向
申
し
込
者
と
同
等
以
上
の
収
入

が
あ
る
連
帯
保
証
人
(
県
内
居
住

者
た
だ
し
、
す
で
に
県
営
住
宅
に

入
っ
て
い
る
人
を
除
く
)
を
立
て

ら
れ
る
方
。

一

申

込

方

法
U

受
付
期
間
五
十
年
一
月
十
六
日
l

一
月
三
十
日

受
付
場
所
甲
府
土
木
事
務
所
ま
た

は
昭
和
町
役
場
振
興
課

抽
せ
ん
日
入
居
説
明
会

五
十
年
三
月
三
日
(
日
)

抽
せ
ん
場
所
県
民
会
館
小
ホ
l
ル

契
約
の
日
五
十
年
三
月
二
十
日

…
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
一

川
町
山
梨
県
営
住
宅
入
居
申
込
書

い
刊
現
住
所
へ
行
く
た
め
の
わ
か
り

易
い
略
図

月
収
証
明
書
又
は
所
得
証
明
書

勤
務
先
の
雇
い
主
の
証
明
書
か

、
税
務
署
長
の
所
得
証
明
書
で

。サ

旬体)

、
世
帯
内
K
二
人
以
上
の
収
の

あ
る
方
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
に
つ
い
て
の
証
明

が
い
り
ま
す
。

市
町
村
民
税
に
関
す
る
証
明
書

世
帯
の
内
に
二
人
以
上
の
市
町

村
民
税
納
税
者
が
あ
る
場
合
は

，

、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
に
つ
い
て
の

証
明
が
い
り
ま
す
。

住
民
蛍
緑
謄
本

世
帯
員
全
員
が
わ
か
る
必
要
が

あ
る
の
で
謄
本
に
限
り
ま
す
。

婚
姻
予
約
者
は
、
お
互
い
の
承

諾
書
。

乙
の
用
紙
は
受
付
K
あ
り
ま
す
。

合
格
者
に
対
し
て
通
知
す
る
た

め
の
私
製
は
が
き
を
上
げ
ま
す

の
で
申
し
込
む
際
に
切
手
を
貼

っ
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

内‘‘，，，d
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農
業
セ
ン
サ
ス
に
|
|
J

I

l

l
ご

協

力

を

|

」

一
九
七
五
年
農
業
セ
ン
サ
ス
が
二
月
一
日
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す。
農
業
セ
ン
サ
ス
は
、
脳
和
二
十
五
年
以
降
、
五
年
ご
と
に
行
な
わ
れ
、
わ

が
国
農
業
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の

結
果
は
、
圏
、
県
、
市
町
村
を
は
じ
め
各
方
面
に
お
い
て
、
農
業
振
興
や
地

域
発
展
計
画
な
ど
の
基
磁
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

近
年
、
農
業
、
農
村
の
現
状
は
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
厳
し
い
条
件
下
に

お
か
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
が
、
今
回
行
な
わ
れ
る
調
査
は
、
そ
れ
だ
け
に

意
義
も
深
く
、
期
待
も
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

乙
の
調
査
は
、
農
家
、
農
村
、
農
業
の
変
化
の
実
態
を
科
学
的
な
統
計
デ

ー
タ
!
と
し
て
、
的
確
に
と
ら
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
調
査
の
内
容

は
、
統
計
法
に
よ
っ
て
秘
密
の
保
護
が
き
び
し
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
調
査
表
に
記
入
さ
れ
た
事
項
は
、
統
計
を
つ
く
る
目
的
以
外
に
使

う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
こ
の
よ
う
な
重
要
な
意
義
を
持
つ
今
回
の
農
業
セ
ン
サ
ス
を
成
功

さ
せ
る
た
め
農
家
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
調
査
員
の
方
々
に
は
格
段
の
と

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

報

，~主

広町和昭(的

調査

こんな順序で

~ 

:@ : 
:主:
:な

:調:
;査;
:事:
:項:

ω世
帯
員
の
就
業
状
況

.ω土
地
及
び
土
地
利
用
(
経
営
耕

地
、
山
林
そ
の
他
の
土
地
)

ω収
穫
面
積
、
果
樹
園
面
積
、
施

設
園
芸
、
家
畜
、
養
蚕

ω農
業
雇
用
労
働
、
請
負
作
業
、

農
用
機
械

向
農
産
物
の
販
売

川
林
業
労
働

…
@
調
査
の
体
系
と
集
計
方
法
…

調
査
は
、
農
林
省
l
県
l
町
l
指

導
員
l
調
査
員
H
農
家
の
組
織
で

行
な
い
、
集
計
は
電
子
計
算
機
で

県
l
農
林
省
の
組
織
で
行
な
い
ま

す。

~ 

: (注〉農家とは:

今回の農業センサスでいう農家とは、経営耕地面積が山梨

県では五アール以上あるか、又は農産物販売金額が年間七万

円以上ある世帯のことです従って、施設園芸、家畜飼養、さの

こ栽培など耕地を持たないで農業生産を行なっている世帯も

含まれます。

-
R
l
-
R
l
*
l
-
R
l
-
R
l
-
R
l
-
R
l
-
R
l
-
R
l
*
l
-
R
l
-
R
l
*
 

十

指

導

員

河

田

透

(

役

場

)

ド

ヤ

調

査

員

三

井

浩

(

一

区

)

「

十

高

野

孝

久

(

H

)

十

ト

依

田

典

明

会

一

区

)

ト

↑

坂

本

菊

雄

(

H

)

ヤ

ト

保

坂

正

己

(

清

水

)

ヤ

ト

'

保

坂

全

一

(

H

)

十

↑

導

す

〉

塩

田

明

(

新

田

)

「

ト

崎

日

時

窪

田

鴻

(

押

越

)

日

ト

町

た

2

依

田

広

(

H

)

ト

ト

林

伺

〈

長

沢

文

雄

(

中

島

)

日

ト

け

次

鷹

野

平

泰

(

H

)

「

い

同

制

小

池

徳

次

(

阿

原

)

日

ト

ス

査

，

五

味

政

(

U

)

十

寸

せ

周

十

γ
当

河

野

勝

(

築

地

)

↑

四

十

包

担

栗

原

強

(

H

)

十

-

業

一
び

十

聾

及

山

本

宣

誉

(

飯

喰

)

ト

ト

問

?員

五

味

美

治

(

河

西

)

「

十

何

清

水

行

広

(

H

)

ト

ヤ

野

沢

益

男

(

上

河

東

)

十

十
!
?
?
*
l
*
l
*
!
?
*
l
*
l
*
!
?
?
ト

調
査
察
の
順
序
に

従
っ
て
よ
く
聞
く

易
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報

十
二
月
一
日
か
ち
、
あ
ら
た
に
国

民
年
金
の
被
保
険
者
に
な
ら
れ
る
人

民
は
、

e

現
在
年
金

K
加
入
し
て
い
る

人
が
持
っ
て
い
る
「
国
民
年
金
手
帳

」
と
は
違
っ
た
「
年
金
手
帳
」
が
渡

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

乙
の
手
帳
は
国
民
年
金
だ
け
の
も

の
で
な
く
、
厚
生
年
金
保
険
や
船
員

保
険
の
加
入
期
間
等
も
記
緑
で
き
る

三
制
度
共
通
の
年
金
手
帳
で
す
。

国
民
年
金
か
ら
厚
生
年
金
、
厚
生

広町

種帳

委員が

に

帳
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
国
民
年
金
の
保
険
料
も
納
め

た
場
合
は
、
役
場
か
ら
必
ず
領
収
書

を
お
渡
し
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
領
収
書
は
大
切
な
も
の

で
す
か
ら
、
皆
さ
ん
が
年
金
を
受
給

す
る
と
き
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。住

民
課

年
金
係

年
金
か
ら
国
民
年
金
へ
と
移
り
変
っ

た
場
合
で
も
、
一
冊
の
年
金
手
帳
で

そ
の
す
べ
て
が
わ
か
る
よ
う
K
な
っ

て
い
る
手
帳
で
す
。

と
こ
ろ
で
現
在
す
で
に
国
民
年
金

に
加
入
し
て
い
る
人
達
に
つ
い
て
は

、
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
あ
い

だ
は
、
現
在
所
持
し
て
い
る
手
帳
を
、

そ
の
ま
ま
使
用
し
、
今
後
厚
生
年
金

な
ど
に
加
入
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
は

あ
ら
た
に
厚
生
年
金
の
方
で
年
金
手

<...)) 

~-\ι 

和昭

-
・
譲
渡
所
得
税
・
・

昭
和
四
十
九
年
中
に
不
動
産
(
土

地
、
建
物
)
を
売
却
さ
れ
た
方
花
、

自
分
の
不
動
産
を
売
っ
た
場
合
、

譲
渡
所
得
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
売

っ
た
不
動
産
の
所
有
期
聞
に
よ
っ
て

長
期
譲
渡
所
得
と
短
期
譲
渡
所
得
に

区
分
し
課
税
さ
れ
ま
す
。

長
期
譲
渡
所
得
と
は
、
五
年
を
超

え
る
期
間
も
っ
て
い
た
土
地
建
物
を

売
っ
た
場
合
。

短
期
譲
渡
所
得
と
は
、
五
年
以
下

の
期
間
し
か
も
っ
て
い
な
か
っ
た
土

地
、
建
物
、
た
だ
し
昭
和
四
十
四
年

一
月
一
日
以
後
に
購
入
し
た
り
建
築

し
た
土
地
建
物
は
、
そ
の
保
有
期
間

が
五
年
を
超
え
て
い
て
も
そ
の
譲
渡

所
得
は
短
期
譲
渡
所
得
と
な
り
ま
す

役
場
税
務
課
で
は
、
一
月
十
日
か

ら
十
五
日
の
聞
に
こ
の
事
務
的
の
手

続
き
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
は
、
も
れ

な
く
出
席
し
て
下
さ
い
。

な
お
該
当
者
に
は
十
二
月
下
旬
頃

税
務
署
よ
り
通
知
が
あ
り
ま
す
。

女
贈
与
税
の
基
礎
控
除
額
が

増
額
し
ま
し
た
宵

今
迄
土
地
や
家
屋
を
贈
与
さ
れ
た

場
合
贈
与
税
を
課
税
さ
れ
る
事
は
周

知
の
通
り
で
す
が
乙
れ
が
基
擬
控
除

額
が
四
拾
万
円
で
あ
っ
た
為
に
納
税

者
の
負
担
が
非
常
に
重
か
っ
た
訳
で

す
が
昭
和
五
十
年
度
か
ら
は
百
万
円

の
控
除
額
と
な
り
ま
し
た
。

:税:
:務:
:課:

米
倉
君
犯

押
原
中
学
校
で
は
、
十
一
月
二
十

二
日
(
木
曜
日
)
に
、
第
二
十
三
回

校
内
強
歩
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

午
前
八
時
四
十
分
(
女
子
)
、
八

時
五
十
分
(
男
子
)
が
押
原
小
中
学

校
庭
を
出
発
、
開
国
橋
を
わ
た
り
、

釜
無
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
入

り
市
川
大
門
の
三
郡
橋
を
わ
た
り
、

釜
無
川
の
東
側
土
手
を
開
国
橋
ま
で

一戻
り
校
庭
ま
で
の
全
長
二
十
三
、
八

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
二
百
八
十
六
名
総

参
加
の
も
と
で
行
な
っ
た
。

大
会
の
目
的
は
、
体
育
授
業
と
の カま

位
に

押

中

強

歩

大

A
Q

一
A

関
連
の
な
か
で
、
基
本
的
体
力
の
向

上
と
、
強
い
認
耐
力
と
積
極
性
な
ど

精
神
的
発
達
を
は
か
る
乙
と
で
、
こ

の
大
会
は
、
全
員
参
加
、
全
員
完
走

と
い
う
す
ば
ら
し
い
成
積
で
し
た
。

な
お
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
う
わ

で
す
。男

子

一
位
米
倉
義
仁
犯
二
位
倉
本

明

氾

三

位

秋

山

隆

A

:

・

l

女
子

一
位
高
野
和
子
札
、
二
位
、
深
沢

美
玲
喝
、
三
位
、
保
坂
貴
子
泡

川

wwv季
節

の

話

題

J
川
川
川

あ
っ
て
、
セ
リ
、
ナ
ズ
ナ
、
ゴ
ギ

七
草
が
ゆ

ョ
ウ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
、
ス
ズ
シ
ロ
一

七
日
は
「
な
な
く
さ
」
。
若
葉
タ
ビ
ラ
コ
、
ス
ズ
ナ
を
指
す
よ
う

の
日
で
す
が
、
本
来
「
七
草
」
と
で
す
が
、
乙
れ
も
今
日
の
植
物
名

い
う
の
ば
七
種
の
草
の
こ
と
で
、
と
は
ち
が
っ
て
い
て
、
不
明
な
点

正
月
七
日
の
朝
、
七
種
の
草
を
い
が
多
い
よ
う
で
す
。
牧
野
富
太
郎
一

れ
た
七
草
が
ゆ
を
た
べ
る
と
病
気
博
士
の
説
に
よ
り
ま
す
と
、
春
の
一

を
し
な
い
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
七
草
と
い
う
の
は
、
セ
リ
、
ナ
ズ

っ
て
、
古
く
か
ら
の
年
中
行
事
で
ナ
、
オ
ギ
ョ
ウ
、
ハ

コ
ベ
ラ
、
タ

し
た

0

.

ピ
ラ
コ
、
ス
ズ
ナ
、
ス
ズ
シ
ロ
と

こ
の
七
草
花
も
い
ろ
い
ろ
説
が
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
か
。



t I 代理人選任届

~ 1 印鑑証明書
IUこのまれた人)

• 1住所
i 1氏名

~ I生年月日
警| 明・大・昭

tI 私は、上記の者を代理人iと選
~ I任し印鑑証明書の受領(登録.
t I切替蛍録・蛍録変更.登録廃ili
.1 K関する一切の権限を委任した
:Jのでお届けします。
~ I 昭和年月
% I (たのむ人)
• 1住所 昭和町
i I氏名， 1生年月日
: 1 明.大・昭 年
川 昭和町長殿

71・2月の保健行事予定表
代理人選任届・・・

…印鑑証明に

報広昭 ¥和 r 町

J・

ー 、
ミC

(1~ 

印鑑証明書および印鑑届を他

人にたのむ場合、いままでは委

任状が必要で、しかも収入印紙

がし、りましたが、新しく代理人

選任届が出来ました。

乙の届Kは収入印紙はいりま

せん。なお書式は次のとうりで

すO

乙の代理人選任届は必ずfこの

む人が書いて下さし、。

2回目(中央公民館)

(中央公民館)

( 11 

(中央公民館前庭)

〔中央公民館)

御用始

三種混合予防，接種 P1'"'-'

第 2次結核住民検診

妊婦健康相談.母親学級 P1'"'-'

乳児健康相談 H 

精神衛生相談 H 

三種混合予防接種、 3回目 H

胃X線使診 A 8 • 30'"'-' 

循環器検診

乳児健康相談 P 1 '"'-' 

妊婦健康相談・母親学級 P1 '"'-' 

子宮癌検診

L木)

t金)
(木)

(金)

〈火)

(月)

(水)

(木)

(木)

23日

24日

30日

31日

2月4日

10日

19日

20日

27日

通
乙の予定は多少変更する事もありますが御了承下さし、。

-・.・・・.・・'.・・・.・・・.・・・.・".・・'.・・・・，，'・..'・.，・・.'・・・..・・.'・・ ・・‘.・・.......・・.'・・.......・・.・........・'.・・'.・・"・・..・・・..・・..'・.

年始の当番医院年末 日月年• 
日

番地

事
会
の
議
決

K
よ
り
特
に
必
要
と
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
月
額
五
千
円
の

学
資
金
を
貸
与
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
、
昭
和
町

教
育
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

昭
和
村
社
よ
り

日月

こ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
育
英

の
仕
事
を
続
け
て
い
る

「
昭
和
村
社

」
に
お
い
て
は
、
乙
ん
ど
昭
和
村
社

学
資
貸
与
規
約
の
一
部
を
改
正
し
、

大
学
生

K
対
し
て
も
経
済
的
事
自
に

よ
り
、
修
学
困
難
な
者
に
対
し
、
直

昭
和
村
社

財
団
法
人

内科・小児科)

医 院 名 所在地 電話番号

木之瀬医院 布田富施町49.12.30 055273-2216 

11 11 3 1 清水医院 敷島 上島町条 055277 -2041 

5 O. 1. 1 森川医院 河昭東和中町島 055275-2070 

11 11 2 斉藤医院 竜竜王町王 055276一羽10

11 (/ 3 田中医院 東田 花富町輪 055273 -2502 

タ卜 医

医 院 名 所在地 電 話 番 号

49. 12.30 笹本外科医院 下櫛宮形地町 05528 ー'2-4114

31 宮川外科櫛形病院 櫛小 笠形町町原 05528 ¥w..ト1107

50. L 1 竜王外科医院 竜万才王甲町府 055276←古055

11 2 巨寧共立病院 挑櫛形町圏 05528 --2ー2135

1/ 3 民生堂外科医院 百白根町々 05528 ーる-0411

当担科

東部担当医(

緊急、は 119番へ



(12) 報

…

四

十

九

年

度

文

化

祭

秀

作

…

一
俳
句
の
部
・
(
和
泉
選
)
…

一

新

米

の

酒

苔

巻

太

く

主

婦

無

尽

伊

藤

春

江

一

…

新

米

を

手

に

舟

精

の

幾

百

日

五

味

正

泉

一

一

新

米

の

香

り

厨

に

秋

深

し

高

野

久

江

一

一
新
米
の
香
り
茶
碗

K
K
溢

れ

け

り

内

藤

ふ

く

志

一

一

新

米

を

炊

い

て

よ

そ

る

や

父

の

膳

窪

田

宝

泉

崎

一

新

米

の

寿

司

病

む

友

漬

け

て

行

く

井

上

正

江

…

一

タ

閥

暮

今

日

も

新

米

売

り

切

れ

て

曲

り
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広町和昭

~，tbr\~) 社会教育行事予定

前 9:30

後 7:30

前 10:00

後 1:00

後1:00

後 7:30 

前 6:00

1月 7日(火)子ども映画会

1月 9日(木)青年学級

1月15日(水)成人式

1月16日(木)家庭教育学級

1月22日(水)家庭教育学級

1月23日(木)青年学級

1月26日(日)青少年スキー

教室

四
十
九
年
十
月
二
十
二
日

よ
り
十
一
月
三

O
日
届
出

出

生

石
井
忍
父
秀
雄
長
女
清
水
新
居

山
田
耕
三

H

守

茂

長

男

押

越

渡
辺
智
也

H

林
長
男
西
条
二
区

向
山
恵
美

H

清
二
女
河
東
中
島

高
野
真
由
美
H

公
介
長
女
消
水
新
居

内
池
裕
之

H

光
男
二
男
西
条
二
区

小
山
良
介

H

邦
夫
長
男
上
河
東

高
野
和
昭

H

理
長
男
副
条
二
区

1:30 

1:00 

7:30 後

前 7:00

後

後

1月28日〈火)婦人講座

2月 5日く水)家庭教育学級

2月 6日(木)青年学級

2月 9日(日)青少年スケー

ト教室

原山畑依渡三
田本野田辺科
典雄 優多恵
政一 子恵理潮

H

利
一
長
女
西
条
二
区

H

正
臣
長
女
西
条
一

一一陸

H

勇

長

女

上

河

東

H

松

雄

長

女

押

越

H

幸
雄
二
男
西
条
二
区

H

健
長
男
清
水
新
居

婚

a因

妻夫

岡佐
田藤

妙松
子夫

西
条
二
区

事 夫妻夫妻夫妻夫妻夫

角
野
喜
久
男

土

橋

幸

子

桜

井

良

一

河
西
ま
す
江

清
水
新
居

西
条
一

一民

河

澄

守

人

甲
賀
恵
美
子

河
東
中
島

畑

野

武

雄

斉
藤
む
つ
み

押
越

平小
田沢

和正
子史

上
河
東

1:30 

1:00 

後

後

後 7:30

後 1:30

後 1:.00

後 7:30

後 1:30

後 1:00

2月12日〔水〉婦人講座

2月19日(水)家庭教育学級

2月20日(木) 青年学級

2月26日(水7 婦人講座

3月 5日(水) 家庭教育学級

3月 6日(木) 青年学級

3月12日(水) 婦人講座

3月-19日〈水) 家庭叡育学級

3月20日(木) ，青年学級

妻夫妻夫|妻夫妻夫妻夫妻夫

笹功金保
本万箱坂

妻夫妻夫妻夫妻夫妻夫

望
月

松
土

内

松

正

二

伊
藤
波
津
子

阿
部

阿
部

平志
野村

天相金小浅山小吉
野山丸沢川口林沢
加し、
代一づ
子弘み勝

藤塩
巻田

秀孝
子次

西
条
二
区

河
西

良吉仁慈
子彦子昭

押
越

河
東
中
島

梅勝文忠
子利子徳

上
河
東

上
河
東

忠
雄

己
春

西
条
二
区

宮勇
子造

河
東
中
島

西
条
一
区

西
条
新
田

久
恵透

西
条
新
田 後 7:30


